
Special
Feature

鉄道・運輸機構だより 2023 Spring 3 2 鉄道・運輸機構だより 2023 Spring



4 鉄道・運輸機構だより 2023 Spring 鉄道・運輸機構だより 2023 Spring 5 

Special Feature 相鉄・東急直通線　3 月 18 日開業

開業を 2カ月後に控えて
習熟運転が続く

　羽沢トンネルから、ネイビーブ
ルーの相鉄20000系電車が現れた。
東急東横線渋谷方面への乗り入れに
使用される車両だ。開業を 2カ月
後に控えた相鉄新横浜線と東急新
横浜線の習熟運転が行われている。
2023 年 1月 6日、ここは羽沢横浜
国大駅。2019年11月30日に相鉄・
JR直通線の駅として開業した駅で、
当時、羽沢トンネルは新横浜駅に向

けて掘削している最中だった。
　一足先に開業した羽沢横浜国大駅
は、当初駅周辺にほとんど店がな
かったが、3年余りが経過した現在
は大手のドラッグストアや医療施設
がオープンし、にぎわいが生まれつ
つある。
　相鉄新横浜線、相鉄本線、横浜市
営地下鉄を乗り継ぎ、新横浜を訪れ
た。移動に 40 分ほどかかったが、
相鉄・東急新横浜線ならわずか1駅、
4分足らずで結ばれる。

新幹線、地下鉄と接続し
新横浜は新たな時代へ

　新横浜は、神奈川県東部を代表す
る新都心だ。1964 年 10月、東海
道新幹線とともに開業した時には一
面の田園風景だったが、半世紀余り
を経て、オフィスビルや商業施設が並
び、地下鉄も通る繁華街に成長した。
　その新横浜を、新たなステージ
に導くのが相鉄・東急新横浜線だ。
「新横浜駅 Ver3.0」をコンセプト
とする新しい新横浜駅は、市道環状

2号線の直下に建設された駅で、地
下 1・2階で横浜市営地下鉄ブルー
ラインと十字に交差している。地下
4階のホームは 2面の島式ホームに
3線のレールが敷かれた 2面 3線。
相鉄と東急の境界となる駅で、双方
へ折り返し運転が可能な構造だ。
　新横浜駅の建設現場を初めて訪れ
たのは、2019 年 11月 12日、本誌
64 号の取材だった。駅の東西部分
の工事を JRTTが、横浜市営地下鉄
と交差する中央部の工事を横浜市が
それぞれ発注し、ホームの形が見え
てきた頃だった。1985 年に開業し
た横浜市営地下鉄の躯

く
体
たい
に、地下鉄

の運行を一切止めることなく新たに
構築した相鉄・東急新横浜線を接続
させる大がかりな工事で、「ここが
改札口になります」と言われても、
なかなか想像できなかったものだ。
　2021 年 11 月に、本誌 72 号の
取材で再び訪れると、土木工事は一
段落し、ホーム階ではレールの敷設

も始まっていた。むき出しの天井に
は無数の換気用ダクトが張り巡らさ
れ、地下駅でいかに換気が徹底され
ているかがよくわかった。
　その後、2022 年 7 月 22 日 に
レール締結式が新横浜駅で行われ、
2023 年 1月 6日現在は、ホーム可
動柵なども設置されてほぼ完成した
状態だった。
　横浜市営地下鉄の通路を挟んで向
かい合う改札口には、自動改札機や
券売機なども設置されて、地下鉄通
路との仮囲いを取り払うのを待つば
かりだ。デザインコンセプトは、「自
然と調和した温もりと潤いの地下

駅」。日吉側の改札は東急、羽沢横
浜国大側の改札は相鉄の管轄で、壁
などのデザインに両社の特徴が表れ
ている。両側に共通するのが、新横
浜の実際の地層をモチーフに、新横
浜の成長・発展の積み重ねを表現し
たシンボルウォールだ。

相鉄が管理する新横浜駅南改札は、壁にレンガを使ったシックなデザイン 新横浜駅南改札にある地層をモチーフにしたシンボルウォール

写真中央の継ぎ目を境に、手前がセグメントを使
用した区間、奥が JRTT 独自の SENS を使用した
区間（2019年、羽沢トンネル）

シールドマシン内で、掘削した壁面にセグメントを構築していく（2019年、羽沢トンネル）

新横浜駅ホーム（左）と相鉄側地下 2階（上）
※特記以外は 2023年 1月撮影

新横浜駅周辺の
車線規制も間も
なく終了

新横浜

　2023 年 3 月18 日、相鉄新横浜線と東急新横浜線（通称：相鉄・東急新横浜線）の羽沢横浜国大・新
横浜・日吉間約10.0km が開業。相模鉄道と東急電鉄が新横浜駅でつながり、相鉄と東急、そして東京メ
トロ、東京都交通局、東武鉄道、埼玉高速鉄道、西武鉄道を加えた 7 社局の鉄道路線による広域鉄道ネッ
トワークが完成する。開業を直前に控えた沿線と新駅を、5 年にわたって取材をしてきたライターが訪れた。

文・写真：栗原 景（フォトライター） イラストレーション：岡本 倫幸
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「横浜近郊の繁華街」から
「便利な新都心」へ

　相鉄・東急新横浜線の改札口に挟
まれた横浜市営地下鉄の通路に出る
と、地下鉄の乗客が新横浜線の工事
に関するお知らせを熱心に見てい
た。開業後は、原則として相鉄いず
み野線と東急東横線渋谷方面、相鉄
本線と東急目黒線目黒方面とで直通
運転が行われ、湘南台、海老名、自
由が丘、池袋、川越、西高島平、浦
和美園といった数多くの駅から新横
浜へ乗り換えなしで来られるように
なる。新横浜ラーメン博物館や横浜
アリーナ、日産スタジアムなど、新
横浜にはさまざまな施設があるが、

多くの場合、「横浜駅か菊名駅で乗
り換えて行くところ」だった。これ
からは、首都圏のどこからでも行き
やすく、東海道新幹線の乗り換えに
も便利な新都心に進化するだろう。

昭和の面影を残す繁華街に、
新たなにぎわいを運ぶ新綱島駅

　JR 横浜線で菊名に出て、東急東
横線に乗り換え、綱島を訪れた。綱
島は鶴見川の左岸に位置し、明治時
代から昭和初期にかけては国内有数
の桃の産地として知られ、その後横
浜北部の繁華街として発展したまち
だ。昭和初期に、東京横浜電鉄（現・
東急東横線）の開業に伴って整備さ
れた街区が今も残され、昭和の面影

を感じられる。
　東急新横浜線の新綱島駅は、綱島
駅の東 150m、綱島街道を隔てた位
置に建設された。筆者が新綱島駅の
工事現場を初めて取材したのは本誌
57号、2018 年 2月 1日のことだ。
当時はまだトンネルの掘進は始まっ
ておらず、駅予定地に構造部材を建
て込んで、地上から掘り進んでいる
段階だった。地下4階の新綱島駅は、
ホームが地下約 35mの位置にある
が、取材時の深度は約 29m。まだ
ホーム階にも達していなかった。
　2度目に訪れたのは、3年半後。
建築や電気、機械関連の工事が行わ
れていた 2021 年 11 月 25 日、本
誌 72 号の取材だ。地下 4階では 1

面 2 線のホームが姿を現し、ホー
ムの対向壁には鶴見川を表現した水
色の化粧壁も設置されていた。わず
か 3年余りで、見違える姿になっ
た新綱島駅に驚いたものだ。
　そして、2023 年 1月 6日の新綱
島駅。ホームにはレールはもちろん、
駅名標や発車標も設置され、習熟運
転の列車が頻繁に発着していた。改
札階では最後の内装工事が急ピッチ
で進められ、地上では横浜市が想定
する3mの洪水に耐えられる鉄筋コ
ンクリート造の駅出入口と換気塔が
ほぼ完成。横浜市の都市計画に基づ
いた高層住宅施設や、都市計画道路
の整備が進められている。現在、東
急東横線綱島駅では、狭い高架下の
バスターミナルから 1日 800 本以

上の路線バスが発着しているが、開
業後は約半数のバスが新綱島駅に移
転する計画だ。高層住宅や商業施設、
市民文化センターが整備され、将来
的には綱島街道に歩行者デッキが設
けられて、2つの駅をより快適に行
き来できるようになる。また、日吉・
綱島または新綱島間を含む定期券を
持つ利用者はどちらの駅からも乗り
降りできる特例も設けられ、2つの
駅が一体となって新しいにぎわいを
生み出していくという。
　相鉄・東急新横浜線の開業で、新
横浜や綱島は首都圏の人々にとっ
て、もっと身近な存在になる。新し
いにぎわいが生まれる。そんな時代
がやって来た。

新綱島駅入口（左）
と新綱島駅地上工事
現場。区画整理事業
地に29階高層住宅・
市民文化センターの
建設が進められてい
る（上）

鶴見川。散歩やランニングなど
市民の憩いの場となっている

新綱島駅ホーム
（左）、鶴見川を表
現した壁（右上）、
ホーム可動柵（右
下）

新綱島
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構造部材を建て込んで掘り進めていく（2018年、新綱島駅） 単線並列トンネルとして完成した綱島トンネル（西谷方面）

新綱島駅の駅名標と渋
谷、赤羽岩淵方面など、
広域直通運転を象徴す
る表示




